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Ⅰ．はじめに

看護師のキャリアについて議論されるようになった

のは，１９９０年代後半からと言われている．この頃か

ら，看護基礎教育の大学化の急速な進展と大学院の設

置，専門看護師，認定看護師といったスペシャリスト

養成の開始，起業看護師の増加や企業等の様々な場で

の活躍等，看護師のキャリア選択の可能性が急激に広

がった．更に，慢性的な看護師不足，減少しない離職

看護師の対策として，ワークライフバランスを重視し

た多様な働き方や潜在看護師の復職支援等にも力が入

れられるようになった．このような背景の中，看護師

のキャリア支援について，少しずつ注目されるように

なり，キャリア支援室の設置や，キャリアアドバイ

ザーの導入等，様々な取り組みがなされるようになっ

てきている．

キャリアについて金井（２００２）は，「成人になって

フルタイムで働き始めて以降，生活ないし人生全体を

基盤にして繰り広げられる長期的な仕事生活における

具体的な職務・職種・職能での諸経験の連続と，節目

での選択が生み出していく回顧的意味づけと，将来構

想・展望のパターン」と定義している１）．看護師のキ

ャリア支援は，臨床実践の中での経験を意味づけ，節

目での選択を支援し，看護師個人が自律してキャリア

ビジョンを描いていけるよう支えていくことであると

言える．そして，看護師がキャリアビジョンを描き，

自律してキャリアを選択していくことは，モチベーシ

ョン高く日々の看護に取り組める基盤となる．

また，佐藤（２０１０）は，「看護界は，と言うよりも

医療の受け手となる人々は，仕事を継続することでし

か身に着けることのできない熟練した知識や技術を持

ち，患者や家族に対して全人的でヒューマンな関わり

のできる看護師を切実に必要としている．」２）と仕事

を継続し経験を積み熟練した看護師の存在の重要性を

指摘している．このような熟練した看護師を多く育み

支えていくために，どのようにキャリア支援をするこ

とが必要であるのか検討することが必要である．

今回，経験を積んだ看護師がどのようにキャリアを

選択し，またキャリア選択の際に影響を及ぼした要因

が何であったかを明らかにした．これらからどのよう

なキャリア支援が必要であるのか検討した．

Ⅱ．研究目的

経験を積んだ看護師の語りから，看護師が職業を継

続していく中で，どのようにキャリアを選択してきた

か，また，キャリア選択の際に影響を及ぼした要因が

何であったかを明らかにし，看護師のキャリア支援の

あり方に関する示唆を得る．

本研究においてキャリア選択とは，看護師という職

業を選択した時から，看護師としての経験を積む中

で，折々の節目で職務，働き方等を選択する意思決定

とする．

Ⅲ．研究方法

１．研究デザイン

半構成的インタビューによる質的記述的研究

２．研究対象者

経験を積んだ看護師の中から，代表的なキャリア

コースをたどっている看護師として，ジェネラリス

ト・スペシャリスト（専門，認定看護師）・管理者・

進学者・転職者をそれぞれ選定して研究対象者とし

た．

３．データ収集及び分析方法

１）データ収集方法

研究者が選定した研究対象者に依頼をし，同意が得

られた研究対象者にライフストーリー法を用いた半構

成的インタビューを実施し，データ収集した．インタ

ビュー内容は研究対象者の同意を得て，ICレコー
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ダーに録音した．看護師という職業を選択した時か

ら，看護師としてのキャリアやイベントを経時的に年

表に記入してもらい，その表を参照しながら詳細を

語ってもらうという形でインタビューをすすめた．

インタビューに要した時間は１人４０分から１２０分程

度であった．

２）分析方法

� 録音データ，および面接時のフィールドノートか

ら逐語録を作成した．

� 逐語録を精読し，入職前，入職直後～数年，現在

の３つの時期に分け，時期ごとに語りの中から，キ

ャリア選択をするに至ったきっかけや理由，キャリ

ア選択に影響のあった人や出来事，仕事に対する考

え方等を表している語りを抽出した．

� �のデータが意味しているものをコード化し，類
似しているものをまとめてカテゴリーとした．

表１ 抽出されたカテゴリーとコード
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４．倫理的配慮

研究対象者へ研究の目的，方法，参加は自由意志で

決定できること，途中でも中止可能なこと，それによ

り不利益が生じることはないこと，研究終了後に録音

したデータは破棄すること，得られたデータに関して

は，匿名性を保持すること，これらについて口頭及び

文書で説明し，研究者及び研究対象者が同意書にサイ

ンをして交換した．

なお，分析にあたっては，質的研究を専門とする研

究者にスーパービジョンを得た．

Ⅳ．結果

１．研究対象者の概要

研究対象者は女性５名で，平均年齢は３４．２歳，臨床

経験年数は１５．２年であった．

２．抽出されたカテゴリー

入職前，入職直後～数年，現在の３つの時期に分け

てデータ分析した結果，入職前，入職直後～数年は，

それぞれ５つのカテゴリー，現在は１１のカテゴリーが

抽出された．

なお，【 】内にはカテゴリー，［ ］内にはコード

を，〈 〉内には研究対象者の語りの内容の一部を引

用したものを示している．

１）入職前

看護師という職業選択のきっかけとしては，【ライ

センス取得が目的】【漠然とした看護師への興味】の

カテゴリーが抽出された．【ライセンス取得が目的】

は，〈ただ大学に行くよりは，手に職をつけようと考

えていた〉や，親など周囲の人からも同じようにライ

センス取得を勧められていたことが示すように，［資

格を取ることを勧められる］［手に職をつけようとい

う考え］の２つのコードから構成された．また，【漠

然とした看護師への興味】は，〈お見舞いなどで看護

師を見ていて，憧れていた〉といった，漠然とした興

味から看護師という職業を選択していた様子が示すよ

うに，［物心ついた時から決めている］［看護師を見て

憧れを抱く］の２つのコードから構成された．

入職前には，【看護に対して良いイメージを持つ】

と【具体的にやりたい看護のイメージを持つ】のカテ

ゴリーが抽出された．【看護に対して良いイメージを

持つ】は，入職前に実習等で看護に対する良いイメー

ジを持つ体験として，［看護師の仕事をみても辞めよ

うと思わない］［やりがいがあり楽しかった実習］が

示された．【具体的にやりたい看護のイメージを持

つ】は，〈実習で移植の患者を担当して，移植前後を

看た．それが移植に興味を持ったベースにある．〉

〈授業で精神科が面白いと思ったから，配属希望に書

いた．〉が示すように，［実習で担当して移植看護に

興味を持つ］［授業で面白かった科を配属先に選択］

の２つのコードから構成された．

入職にあたって，【とりあえず看護師として働いて

からステップアップの道を考える】は，［とりあえず

病院で働いてから養護教諭になるか結婚する］［すぐ

に保健師や養護教諭ではなく普通に看護師として働

く］の２つのコードから構成された．〈とりあえず，

病院で働こうって感じ．３年くらいで辞めて，養護教

諭になるか．〉と，次のステップを想定しながらも，

看護師としてとりあえず働くという選択をしたことが

語られた．

２）入職直後～数年

【仕事に困らず面白くなるのに数年かかる】は，［毎

日泣いて仕事する新人時代］［２年位は必死で何も分

からず仕事する］［リーダーを担ってから仕事に困ら

ず面白くなる］の３つのコードから構成された．新人

の時代の，〈記憶はないけれど大変だった．毎日泣い

ていた覚えがある．〉を乗り越え，その後の２年程度

は〈何もわからず仕事していた〉と必死に仕事を続け，

〈仕事が大体できて，困らないと思うようになったの

は，３年くらいたってリーダーをやるようになってか

ら．〉と，仕事に困らず面白さを感じるまでの過程を

経ていた．

【レベルアップや不安・焦りの解消を目的としてキ

ャリアを選択する】は，［更なるレベルアップを求め

て異動する］［不安や焦りの解消を求めて進学や異動

する］の２つのコードから構成された．異動や進学と

いう選択にあたって〈かなりの仕事が出来るように

なったから，これ以上ここにいても学ぶことはないな

と思って異動した．〉といったレベルアップを求めた

り，〈移動先での自信のなさや不安が要因〉といった

不安や焦りの解消を求めたりして，キャリア選択した

経験が語られた．

【上司の見立てでキャリア選択を誘導される】は，

［適性を見越した上司の促しによる異動］［上司の勧

めがきっかけとなった進学や資格取得］の２つのコー

ドから構成された．〈突然，異動しないかと言わ

れ，１週間後には決まっていた．キャリアアップにな

る，と上司に勧められた．〉や，〈ケモが流行りだし

て，師長に興味はないかと言われたのがきっかけ．認

定もその師長に勧められたのが大きい．〉といった，

上司が見立てた適性に誘導され，勧めに従ってキャリ

ア選択した経験が語られた．

【進学によって視野が広がりキャリアビジョンが明

確化する】は，［進学が現状を俯瞰的にみる機会とな

る］［進学によって達成感や学びの深まりを実感す

る］［進学によってキャリアビジョンが明確化する］

の３つのコードから構成された．〈大学院では，自分

自身を振り返ったり，病院を外から見ることができ

て，（この病院の）良さが改めてわかった．〉や，〈哲

学などを学んで，看護観が深まったと思う．〉という
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ように，進学によって，視野の広がりや，看護観の深

まりなどを実感し，〈大学院に行って，現場と学生を

繋ぐところの強化に関われたらいいなと思った．〉

と，自身のキャリアビジョンの明確化につながった経

験が語られた．

【今後のキャリアを見据えて研修参加し看護の深ま

りを実感する】は，［今後のキャリアを見据えて研修

受講を決める］［研修で視野の広がりや看護の深まり

を実感する］の２つのコードから構成された．研修を

受講するかどうかやいつ受講するかについては，今後

のキャリアを見据えて選択しており，〈（研修で取り組

んだテーマの）準夜の看護ってなんだろうという良い

振り返りというか，深めるきっかけになった．〉とい

うように，受講した研修では看護の深まりを実感して

いた．

３）現在

【就業継続以外の長期計画はない】は，［就業継続

以外の選択肢を持ち合わせない］［長期計画はない］

の２つのコードから構成された．病院で就業継続する

ことに〈研修をやったあたりまでは，（この病院）で

働くことに迷いはなかった．〉と，就業継続以外の選

択肢を考えることなく働いていたことが語られ，更

に，〈振り返ると長期計画とかビジョンがなかった．

とりあえず１年単位で生きているのがわかった．〉

と，翌年の異動や研修受講の計画は立てても，長期的

ビジョンを考えることなく働いていたことが語られ

た．

【現状の否定的な捉えへの対処として持っているキ

ャリアの選択肢】は，［常に選択肢にある転職］［現状

の否定的な捉えからの回避が目的のキャリア選択］

［管理職になりたくない思い］の３つのコードから構

成された．現状に否定的な感情を抱いている時の対処

として，〈（所属病棟が嫌だという）自分の気持ちが嫌

で（採用試験を）受験して採用されていた．〉と，漠

然と転職を選択肢として持ち，時には採用試験を受け

てみる等の行動をすることで，否定的な捉えの対処を

しつつ，就業継続している様子が語られた．また，管

理職について，〈勤めていても管理職は考えていな

い．魅力はまず感じないし，何せ方針がわからないか

ら管理はできないと思う．〉と，管理職は自身にとっ

て魅力のないもの，と捉えてキャリアの選択肢からは

ずしている様子が語られた．

【異動先でのジレンマを乗り越えやりがいを見出

す】は，［何をしていいかわからず期待に応えられな

い辛い思い］［異動先での負担感］［異動先で学びやや

りがいを見出す］の３つのコードから構成された．異

動してからの状況を，〈異動先は病棟と違って何をし

ていいかわからなくて困った．〉〈後輩の面倒とか指

導とか見本を示すといったことを頼りにされる．そう

いう事が負担．もっと自由にやりたい．〉と，経験を

すぐに生かせなかったり，やりたい看護に没頭できな

い不自由さなどのジレンマを感じていた．一方，やり

たい看護が明確になって，〈異動先での活動は，（やり

たい看護の対象の）患者にたくさん触れられるから面

白い．わんさか来るからこなす，という仕事でもあ

る．〉と，やりたい看護が実践できる場所へ異動する

ことで，やりがいを持って仕事が出来ている様子が語

られた．

【与えられたポジションで折り合いをつけながらや

りたい看護への気持ちを持ち続ける】は，［与えられ

たポジションで折り合いをつける］［希望が叶うかは

賭けと運］［やりたい看護に関わりたい思いを持ち続

ける］の３つのコードから構成された．〈移植に関わっ

ていたいと思いながら，現場にいないことで悩んでし

まう．〉と，やりたい看護に直接携われないながら

も，関わりたい気持ちを持ち続けており，〈基本的に

興味があるから楽しい．学会や研修会に行って深めら

れたらいい．その時点でここに残っていられたらラッ

キー．〉と，やりたい看護が出来る希望の部署に配属

されるかは，「賭け」や「運」と捉えており，希望が

叶わなくとも，やりたい看護を深めることに重きをお

き，楽しさを感じていることが語られた．また，与え

られたポジションが，自身のやりたい看護とは違って

きていても，〈主任になった時点で管理と自分のやり

たいことの折り合いをどうつけるか．業務が管理だか

ら，管理中心に勉強もしなくちゃいけない．〉と，や

りたい看護と職務との折り合いをつけ，切り替えて職

務にあたる様子が語られた．

【看護師として受けた教育と積み重ねた経験によっ

て自信を獲得する】は，［受けた教育に対する肯定的

な思い］［経験を積み重ねて身に付けてきたものに対

する自信］の２つのコードから構成された．自分が受

けた教育について，〈自分が習ってきたことは，非常

に良かったし，あの学校に行ったことは間違ってない

と思う．〉と，肯定的に捉えていた．更に，〈ある程

度まで仕事ができるようになって，先生（医師）たち

とも君がいれば任せられる，って．こうなったら起こ

して，とか．そういうのも積み重ねて深められたのが

良かった．〉と，経験を積み重ねることによって，医

師に「任せられる」と信頼され，自身の看護を深めら

れたという自信を獲得してきたことが語られた．

【専門性が発揮できるスペシャリストへの憧れとス

ペシャリストが感じているジレンマ】は，［やりたい

看護が出来るスペシャリストに対する憧れや羨ましい

思い］［スペシャリストが求めるのは資格や手当では

なく専門性が発揮できること］［資格があることでの

ジレンマ・生きにくさ］の３つのコードから構成され

た．スペシャリストに対しては，〈スペシャリストの

人は，大変だろうけど自分の好きなことをやってルー

トがきちんとしている．ある意味羨ましい．〉と，専
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門性を活かして，やりたい看護を存分にできる環境が

確保されているということに，憧れや羨ましい思いが

語られた．一方，スペシャリストは，〈認定をとった

今でも資格が必要か，と思う．仕事の中で必要性が

あって学習はしたいけど，別に資格は必要じゃな

い．〉と，スペシャリストになったのは，臨床実践の

中からもっと勉強したいという思い，専門性を深め追

求していく過程で資格取得に繋がっただけで，資格を

取ることや手当が目的ではない，という思いが語られ

た．更に，知識を身につけた今は，〈自分に認定があ

ることで，余計生きにくくなるんじゃないかと考え

た．更新しないで，普通の人として働いても良いと

思っている．〉と，資格更新にさほど価値を見出して

おらず，むしろ資格を持っていることによって成果や

役割を求められることに負担を感じ，それよりも純粋

に患者と向き合って専門性を発揮することに専念した

い思いを持っていることが語られた．

【組織人としての無力感を自覚する】は，［組織か

ら承認されている実感がない］［組織で自分の力が発

揮できない思い］の２つのコードから構成された．こ

の中では，〈役割的なことは果たさないと（組織に）

いられないけど，努力に対する見返りがない．〉と，

経験を積むにつれ，期待される役割が増えることを理

解し，役割を果たそうと努力しているが，それに対し

て組織から承認されている実感がない事が語られた．

また，意見を出しても組織で通っていかないことを，

〈あまり物も言えない．どんなに意見を言っても，組

織が大きいからあそことここと，通さないとどうにも

ならない，という意味で．〉と，自分の力が存分に発

揮できていない思いとして語られた．

【それぞれの人の良いところをモデルにする】は，

［総合的に影響を受けた人はいない］［それぞれにモ

デルとなるところを見つける］の２つのコードから構

成された．モデルとなる看護師の存在については，

〈総合的にこの人，っていうのはいなかった．〉と，

明確にモデルとなる看護師を見つけてはいなかった

が，〈仕事の仕方はこの先輩，モノの考え方はこの先

輩，生き方はこの先輩，コミュニケーションの見本は

この先輩，といった感じだった．色んなところに色ん

な尊敬できる人がいた．〉と，色々な先輩看護師の良

いところを見極め，それぞれを上手くモデルとしてい

た様子が語られた．

【管理者に強いリーダーシップによる変革を求め

る】は，［リーダーシップ能力の高い上司にコミット

メントする］［管理者には変革の主導を求める］［反面

教師の師長］の３つのコードから構成された．管理者

に対しては，〈師長はパワフルで頭が切れて方向性を

しっかり出す．私の中で完成形の師長．〉と，尊敬す

る上司が存在していた．一方で，〈管理者は「言って

いるのに変わらない」と思っていると思うが，言って

も変わらないものは，言ってないと同じ，と思う．〉

や，〈リーダーシップ性がなく，医師と同じレベルで

話せず，何も言えない．私たちを守ってくれることは

ない．反面教師の師長．〉といった，リーダーシップ

能力が実感出来ず，変革の主導が求められない管理者

に対して，反面教師とシビアに評価していた．

【看護師としてのキャリアを支え方向性づける患者

との出会い】は，［臨床の中でのジレンマがきっかけ

でキャリアを考える］［看護師を続ける原動力となる

患者との出会い］の２つのコードから構成された．臨

床経験の中でジレンマを感じた事例をきっかけとし

て，〈医師も含め，みんなの予測が悪く，意図せず

MT（説明同意）されずに挿管された．こういう事を
考えなきゃいけない，と思ってターミナル（ケア）を

やりたいと言ったのだと思う．〉と，自分が取り組み

たい，深めたい看護を見出していっていた．逆に，

〈看護師をやってきて良かったと思うのは，患者さん

との出会い．患者さんから受けるプラスのフィードバ

ックが多かったからやってこれた．〉と，日々の臨床

実践の中で，患者からのプラスのフィードバックを受

ける機会があり，看護師を続ける大きな原動力となっ

ている事が語られた．

【ライフプランとの折り合いをつけて看護師として

仕事を続ける】は，［夜勤のない働き方を選ぶ］［結婚

出産しても仕事は続ける］の２つのコードから構成さ

れた．〈将来的には，昼間だけの職場に移りたかっ

た．精神科でも健保でも良かった．〉と，無理なく永

く看護師を続けられる働き方を考えて，職場選択する

様子が語られた．更に，〈結婚しても仕事を辞めるつ

もりはない．どちらに比重を置くかはその時次第．〉

と，働き方は変わったとしても，結婚出産等のライフ

プランと折り合いをつけながらも，看護師として仕事

を続ける意思が語られた．

Ⅴ．考察

１．３つの時期にみられる特徴と変化

入職前，入職直後～数年，現在の３つの時期に分け

て特徴をみることが出来た．以下にそれぞれの時期の

特徴と変化を述べる．

１）看護に対する漠然としたイメージ

入職前は，ライセンスの取得や漠然とした看護師へ

の興味をきっかけにして，看護師という職業を選択し

ていた．看護師養成所へ入学後は，実習等の体験の中

で，看護に対する良いイメージや具体的にやりたい看

護のイメージを持ち入職している．また，漠然と将来

に，保健師や養護教諭等の資格取得が必要なキャリア

を選択することも想定しながら，とりあえず看護師と

して働いてからステップアップの道を考えるといった

選択をしていた．入職前までの段階では，個別の動機

がありながらも，複雑ではない要因でキャリアが選択
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されると考えられる．

２）増えていくキャリアの選択肢と影響要因

入職後，一人前に仕事ができるようになると，さら

なるキャリアアップのために異動や進学をするといっ

た，選択肢が出てくる．その選択にあたっては，自分

自身でキャリアアップの必要性を感じるといった内的

要因以外にも，研修や上司の見立てによる誘導等の外

的要因の影響を節目節目で受けていると考えられる．

節目でのキャリア選択と経験を経る中で，キャリアビ

ジョンが徐々に明確化し始め，今後のキャリアを見据

えた研修参加等で看護を深めていく活動がなされると

考えられる．

３）経験の積み重ねによる看護の深まりと共に広がり

深まるキャリア

更に経験を重ねていく中で，異動先でのジレンマ

や，組織人としての無力感を自覚し，時には，現状に

対して否定的な捉えをしながらも，自身が受けてきた

教育や積み重ねてきた経験を礎として，時間的経過の

中でやりがいや自信を見出し，ジレンマや無力感を乗

り越えていっている．また，組織の中で自身が必ずし

も望んでいないポジションや，ライフプランともうま

く折り合いをつけ，時には〈希望が叶うかは賭けと

運〉というように，組織での決定にある程度身をゆだ

ね，やりくりしながら，やりたい看護への気持ちを持

ち続け，将来も看護師として仕事を続けていく，とい

うキャリアビジョンを描いていくと言える．

これらの経過の中では，管理者や先輩看護師の影響

も受けている．管理者には，強いリーダーシップを発

揮した変革の主導を求めており，経験を重ねると，口

先だけではない，変革の結果を出すことを求めるな

ど，管理者や組織に対してもシビアな見方をしてい

た．また，先輩看護師個人を挙げてキャリアモデルに

する，というよりは，個人のそれぞれの長所をうまく

モデルとして参考にしていた．そして，何より影響を

受けていたのは，患者との出会いの中で，関わりの中

から感じたフィードバックや看護への思いやジレンマ

が，看護師としてのキャリアを支え方向付ける要因と

なると考えられる．

このようにして，徐々に広がってきたキャリアの選

択肢に，経験を重ねていく中で，ポジティブな要因も

ネガティブな要因もどちらも力にしながら，看護の深

まりが加わっていく．そこから，やりたい看護が明確

になり，そのやりたい看護の実現のために，キャリア

ビジョンがはっきりしていくことで，自律してキャリ

アを選択していくことが出来ると推察された．

２．キャリア支援への示唆

職業選択のきっかけとしては，近年の初等中等教育

からのキャリア教育の中で行われている，職業イメー

ジを持たせるための職業体験などは，看護師に対する

興味や看護に対するプラスのイメージを持つにあたっ

て有効であると考えられる．

入職後の数年は，仕事に必死でやりたい看護も明確

ではなく，自分自身でキャリアビジョンを明確に描け

ない時期であるが，その中で，上司が本人の日々の看

護をみて，適性や興味関心を見立て，キャリアを誘導

したり，個人個人に見合ったキャリア支援をする事

は，最初にキャリアが分岐していく時期で重要な役割

を果たすと考えられる．また，日々の看護を振り返

り，あるいは言語化することで，経験の意味を再確認

し，「やりたい看護」が明確になっていくきっかけと

なるような機会を作ることも重要であると考える．こ

れは，カンファレンスや勉強会といったオフィシャル

な機会のみならず，同僚や管理者との日々のコミュニ

ケーションも重要な機会となると考えられる．このよ

うな文化の醸成が先輩看護師や看護管理者に求められ

る役割であるとも言える．また，研修や異動など，イ

ベントによる影響も大きいと考えられ，効果的な活用

が望まれる．

一方，看護師が自身のキャリアを見つめ直す機会は

少ない．進学や休職で自身の環境を俯瞰してみること

が，キャリアビジョンの明確化に有効であったよう

に，自身のキャリアを俯瞰してみる機会は重要であ

る．その為のツールとしてのポートフォリオの活用

や，キャリア支援を専門としたキャリアアドバイザー

による支援なども，多様化した看護師のキャリアに

オーダーメイドな支援をしていく為に，有効であると

考える．

Ⅵ．本研究の限界と課題

本研究は，研究対象者が５名であり，子育てや介護

をしながら就業継続している看護師等を選定していな

いことから，データ収集が限られた．今後は，研究対

象者として様々なワークキャリア，ライフキャリアを

歩んでいる看護師を更に増やし，どのようにキャリア

を選択し，影響要因はどういったものがあったかの語

りを積み重ねていくことで，看護師のキャリア選択の

あり様が明らかになり，キャリア支援へのより明確な

示唆が得られるものと考える．

Ⅶ．結論

経験を積んだ看護師５名にインタビューを行なっ

た．

入職前，入職直後～数年，現在の３つの時期に分け

てデータ分析した結果，入職前は，【ライセンス取得

が目的】【漠然とした看護師への興味】【看護に対して

良いイメージを持つ】【具体的にやりたい看護のイ

メージを持つ】【とりあえず看護師として働いてから

ステップアップの道を考える】の５つのカテゴリーが

抽出された．
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入職直後～数年は，【仕事に困らず面白くなるのに

数年かかる】【レベルアップや不安・焦りの解消を目

的としてキャリアを選択する】【上司の見立てでキャ

リア選択を誘導される】【進学によって視野が広がり

キャリアビジョンが明確化する】【今後のキャリアを

見据えて研修参加し看護の深まりを実感する】の５つ

のカテゴリーが抽出された．

現在は，【就業継続以外の長期計画はない】【現状の

否定的な捉えへの対処として持っているキャリアの選

択肢】【異動先でのジレンマを乗り越えやりがいを見

出す】【与えられたポジションで折り合いをつけなが

らやりたい看護への気持ちを持ち続ける】【看護師と

して受けた教育と積み重ねた経験によって自信を獲得

する】【専門性が発揮できるスペシャリストへの憧れ

とスペシャリストが感じているジレンマ】【組織人と

しての無力感を自覚する】【それぞれの人の良いとこ

ろをモデルにする】【管理者に強いリーダーシップに

よる変革を求める】【看護師としてのキャリアを支え

方向性づける患者との出会い】【ライフプランとの折

り合いをつけて看護師として仕事を続ける】の１１のカ

テゴリーが抽出された．

これらから看護師は，看護に対する漠然としたイ

メージで職業選択し，仕事を始めて徐々にキャリアの

選択肢と影響要因が増えていき，更に経験を積み重ね

ていくことによって，看護の深まりと共にキャリアが

より広がり深まり，やりたい看護やキャリアビジョン

が明確になっていくと考えられた．
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